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内容の要旨および審査の結果の要旨

低体温の脳保護効果は，心･血管外科をはじめ多くの領域で認められている。最近，イヌにおいては、

２～３℃の軽度低体温でも脳保護効果のあることが注目され，報告が寄せられている。本研究では，雑種

の成熟イヌ16頭を用い，１５分間の全脳虚血後の，脳血流および脳酸素消費量の変化に及ぼす軽度低体温の

影響を検討した。

実験は，食道温を指標として，常温群（37.5～38.5℃）８頭と低温群（34.5～35.5℃）８頭の２群に

無作為に分けて行なった。全脳虚血モデルは，虚血時間が規定でき，かつ，軽度低体温の影響を正確に評

価し得る程度の脳障害にとどめなければならないという条件を踏まえて，上行大動脈遮断法を用いて作成

した。

得られた成績は，以下のように要約される。

１．全脳虚血後の脳酸素消費量の変化には，常温群と低温群との間で有意差を認めなかった。

２．全脳虚血開始から脳波が消失するまでの時間には，両群間で差はなかった。しかし，脳循環再開後に

おける脳波の再出現時間は，常温群で95.6±17.1分であったのに対し，低温群では，４３．１±３．１分で

あり，低温群の方が有意に早かった（Ｐ＜0.05）。

３．脳血流は，脳循環再開10分後の時点で，低温群の方が常温群に比べて有意に大きかった（ｐ＜005）

また，両群ともに，脳循環再開の１時間後から遅発性脳血流減少を認めたが，脳波の再出現時期におい

ては，低温群の脳血流の方が常温群のそれよりも有意に大きかった（Ｐ＜005）。

以上より，全脳虚血前の軽度低体温は，脳の機能性を反映する脳波の回復を促進することが確かめられ

た。なお，これには，脳の統合性を維持するための代謝も，低体温によって抑制されることが寄与してい

ると考えられた。また，この時点における脳血流と脳酸素消費量のcouplingの状態からみて，軽度低体

温は，その後の脳機能回復にも有利な影響を及ぼすものと思われた。

軽度低体温は，高度ないし中等度の低体温に比べて，心・肺機能におよぼす副作用が少ない上に，虚血

中および虚血後に脳保護効果が発揮されることが期待されるので，積極的に臨床応用される価値があるも

のと結論された。

以上，本研究は，全脳虚血後の脳血流および脳酸素消費量の実体を確かめるとともに，脳波の再出現時

期における脳血流と脳酸素消費量のバランスから，軽度低体温の脳保護効果を明らかにした点で，脳の蘇

生学に寄与するところの大きい業績と評価された。
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